
歳
月
の
経
つ
の
は
早
い

も
の
で
、
今
期
の
任
期
も
残

り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

新
元
号
が
『
令
和
』
と

決
ま
り
、
平
成
と
い
う
一
つ

の
時
代
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

地
方
議
会
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
年
々
と
変
化
し
、

全
国
的
に
も
地
方
議
会
議
員

選
挙
は
無
投
票
選
挙
の
占
め

る
割
合
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
直

近
の
二
期
連
続
で
無
投
票
選

挙
と
い
う
結
果
で
し
た
。

議
員
の
定
数
や
報
酬
、

な
り
手
不
足
問
題
な
ど
に
つ

い
て
は
、
今
月
実
施
さ
れ
る

選
挙
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
向
け
て
、

当
町
の
議
会
も
改
革
を
進
め

て
参
り
ま
す
。
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よろこびいっぱい新一年生

背中のカバンが重い新小布施中学１年生

入学式でよろしくお願いします

　
桜
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
、

花
が
咲
き
始
め
よ
う
と

す
る
４
月
４
日
、80
人
の

１
年
生
を
迎
え
平
成
31

年
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。全
校
児
童
590
名
、

教
職
員
43
名（
新
任
教

員
10
名
）、計
633
名
が
集

う
栗
ガ
丘
小
学
校
で
す

（
更
に
、副
学
籍
と
し
て一

木
々 

各
々 

名
乗
り
出
で
た
る 
子
ど
も
か
な

　

 

一
茶

松
木

　智
子

緒
に
活
動
す
る
お
子
さ

ん
も
い
ま
す
）。平
成
か

ら
令
和
へ
と
新
た
な
時

代
を
迎
え
る
今
年
度
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
よ

り
よ
い
学
校
を
目
指
し

て
誠
心
誠
意
教
育
活
動

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
本
校
で
は
学
校
教
育

目
標
を「
た
く
ま
し
い

体
と
豊
か
な
心
を
持
ち
、

自
ら
学
び
伸
び
行
く
子

ど
も
」と
し
、「
ど
の
子

も
喜
ん
で
登
校
す
る

『
安
心･

安
全
な
楽
し
い

学
校
』」に
向
け
て
、子

ど
も
達
の
自
己
肯
定
感・

自
尊
感
情
を
高
め
る
心

づ
く
り
を
中
心
に
、次
の

重
点
か
ら
幼
保
小
中
連

携
し
た
教
育
活
動
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
１
：
学
び
づ
く
り…

学
び
合
い
の
場
や
振
り

返
り
の
充
実
に
よ
る「
で

き
た
」「
わ
か
っ
た
」の
実

感　
２
：
体
づ
く
り…

体

の
バ
ラ
ン
ス
と
発
達
段
階

に
必
要
な
体
力・健
康
づ

く
り
の
習
慣
化

　
３
：
心
づ
く
り…

互

い
の
よ
さ
・
地
域
の
よ
さ
、

自
分
の
よ
さ
や
成
長
の

体
感
と
認
め
合
い

　
４
：
土
台
作
り…

「
あ
い
さ
つ・
返
事
・
靴
そ

ろ
え
、無
言
清
掃
」を
通

し
た
響
き
あ
う
人
間
関

係
づ
く
り

　
朝
は「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」、帰
り
は「
さ
よ

う
な
ら
。ま
た
明
日
」と

気
持
ち
の
よ
い
挨
拶
を

し
て
く
れ
る
子
ど
も
た

ち
の
輝
く
笑
顔
を
守
り
、

本
物
に
し
た
い
と
思
う

毎
日
で
す
。10
年
、20
年

後
を
見
通
し
て
、子
ど

も
が
自
ら
問
題
を
乗
り

越
え
、解
決
す
る
た
め
の

方
法
を
見
出
し
て
い
く

力
を
つ
け
て
い
け
る
よ
う
、

地
域
の
皆
様
や
保
護
者

の
皆
様
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、共
に

考
え
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

小
布
施
町
立
栗
ガ
丘
小
学
校
長
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平成31年度予算  を承認

地方交付税
14億8,000万円
（31.8％）

繰入金
2億5,478万円
（5.5％）

個人町民税
4億8,131万円
（43.0％）

民生費
12億8,822万円
（27.7％）

土木費
5億0,086万円
（10.8％）

教育費
5億1,578万円
（11.1％）

総務費
9億8,984万円
（21.3％）

衛生費
2億1,890万円
（4.7％）

農林水産業費
3億0,411万円
（6.5％）

消防費
2億7,195万円
（5.8％）

その他
2億1,724万円
（4.7％）

公債費
3億5,010万円
（7.5％）

法人町民税
3,838万円
（3.4％）

町たばこ税
5,225万円
（4.7％）

その他
4,100万円
（3.7％）

固定資産税
5億622万円
（45.2％）

諸収入
1億7,585万円
（3.8％）

その他
5億5,140万円
（11.9％）

国・県支出金
5億3,845万円
（11.5％）

町債
2億6,960万円
（5.8％）

地方特例
交付金
697万円
（0.1％）

その他
2億6,079万円
（5.6％）

Ⓠ公共施設屋根貸し料の算出根拠は何か。
A８施設の７か所で11万７千円。㎡当たり100円と
言う提示を頂いている。
Ⓠふるさと応援基金が庁舎の修繕に充当しているこ
とは如何なものか。
A寄付者の意向で、町の判断により使途しても良い
という寄付を充当している。今後も寄付者の意向
に沿うようにします。
Ⓠふるさと納税の寄付の状況を町民へ随時お知らせ
できないか。
A町民へ使われ方を中心にＰＲをしたいと考えてい
る。
Ⓠ同報無線個別受信機購入の内容と今後のデジタル
化の対応はどうか。
A購入台数は130台。お体が不自由な方及び高齢者
の方を中心に交換する。今後、アナログを利用し
ながら国の方針に沿いデジタル化を進め、新しい
情報発信の方策を検討する。
Ⓠ地域おこし協力隊活動費補助金の内容と内訳につ
いて伺いたい。
A計７人分。内資格等の有する方で５人分の報酬。
内専門的な知識の方については２人分。活動報告
についてはチラシ等で発信しているが、今後頻繁
に情報発信を心掛けていく。

Ⓠ新宿高野とのコラボによる事業はどのような効果
があったのか。事業の効果検証は大切であり、今
後、どの様に進めて行くのか。
A企業コラボで認知度拡大による情報発信に役立て
ており、プロジェクト全体のプランニング及びチ
ラシの作成配布を行っており、今後もオリンピッ
ク関連事業などのＰＲをして行きたい。
Ⓠブランド戦略委託料企業連携事業のブラムリーの
廃棄費用の内容及びチェリーキッスの単価の見直
しはどのように考えているのか。
Aブラムリーの廃棄は加工品で傷みの激しいものを
中心に廃棄をして行く。
　単価の見直しは、生産者と話をし、調整中であ
る。
Ⓠおぶせファーマーズ活動交付金の内容及び組織の
状況はどうなっているのか。
Aおぶせファーマーズの組織は現在30名余の参加予
定。物産展等への出店による販路拡大、収穫カレ
ンダーの作成、講習会・学習会の開催などを予定
している。
Ⓠ都住駅トイレ改修調査・設計委託料の予算計上の
経緯について、今後どのように取り組んで行くの
か。
A現在、トイレは長野電鉄が管理している。以前か
ら長野電鉄と協議してきた、今後利用形態を考え
ながら規模等を検討する。
Ⓠフラワーセンターでの宿泊はどのような状態なの
か。
A就農体験の宿泊先として利用して頂いている。

Ⓠ多機関協働包括的支援体制構築事業費の具体的な
事業内容と産後ケアの内容を伺いたい。
A国が補助事業として挙げているメニューの名称を
使用している。町が中心となって世帯の中での複
数人の課題を解決することを目的とし、児童虐待
やそれに関連して産後ケアも取り組んでいく、場
所は保健センターの二階で実施予定です。
Ⓠ相談支援包括化推進コーディネート業務の内容、
講師等の謝礼及び心のサポート相談所備品の内容
は、なにか。
Aまだどこに委託するかは決定していない。県の社
協と相談しながら進める。備品は、保健センター
に相談所を設置するパソコンや書類保管のキャビ
ネット等を用意する。講師等謝礼は包括化推進員
としてアドバイスを頂き、精神保健福祉士の資格
を持って病院等で実務に従事している方を週二日
程度の勤務で交渉をしている。
Ⓠインフルエンザ予防接種援助金の内容と自己負担
額はどれ位か。実績はどれ位か。
A13～15歳は１回、６か月～12歳は２回摂取する必

要があり各診療所でまちまち、およそ3250円程度
でありその半額を補助します。実績は、接種率
52.3％です。
Ⓠ部活動指導員の人数、部活動の種目等の内容と県
教育委員会の指針に関する対応はどのようにする
か。
A新年度に関して昨年度と同じ３名にお願いしま
す。昨年度は女子バレーボール、バドミントン、
卓球についてお願いしたが、今年も同じ種目かは
今後さらに検討し、現在は中学校の指針の見直し
をしている、県や国の指針に併せていく必要があ
り、もっと取り組みたい。生徒は社会体育で取り
組んで頂く形になります、その体制についても併
せて検討します。
Ⓠスラックラインワールドカップ運営経費2684万円
のうち町600万円と県730万円で半分近くを補助金
負担している、主催者側の自主運営を基本とする
べきで、今後の負担金はどのように考えている
か。また、町民に、説明ができるよう負担金の支
出根拠をはっきりし、県の支援が受けられない場
合は町でも負担しないように約束して頂きたい。
A今回の結果等を評価していく中で負担のあり方を
検討します。開催地というだけで負担は大変であ
り、今後しっかりと検討します。町は、原則的に
は600万円の支出にとどめたい。

予算特別委員会

第一分科会主な審議

予算特別委員会

第二分科会主な審議

町税
11億1,916万円
（24.0％）

歳　入
46億5,700万円

町　税
11億1,916万円

歳　出
46億5,700万円

自主財源

依存財源※千円以下四捨五入

平成31年３月４日から３月22日迄３月会議を開催　一般会計予算を歳入・歳出　そ　 れぞれ46億5,700万円を承認しました。

31年度の施策を充実させ強化する事業

国民健康保険税の見直し

・主なもの
①特定健診受診率60%を目指します。

1,937万円
②多機関協働包括支援推進と冊子支援の推進（いの
ちを守るネットワーク計画に基づき職員の能力向
上や相談のしやすさの向上他）を進めます。

967万円
③障がいのある子も、ない子も共に学校や地域の中
で育ち、個々の能力や可能性を伸ばす支援を行な
います。　　　　　　　　　　　　　　 536万円

④年々増えている不登校の児童・生徒とその保護者
への支援を行ないます。　　　　　　1,417万円

⑤産み育てやすい地域づくりを進め子育て世帯を応
援します。　　　　　　　　　　　　　 536万円

⑥先進的農家支援の課題を共有し、連携し町農産物
の販路、販売促進や農地利用を定め時代に見合っ
た農業のあり方等々活力ある産業の創出に努めま
す。　　　　　　　　　　　　１億2,200万円

⑦地域の安全と安心の推進（メディアの充実・防災
力の更なる強化・再生エネルギーへの転換・国道
403号整備等）を行ないます。　　２億784万円

・平均21,000円の引き下げ（30年８月末と比較して）
・微収方式を４方式から３方式へ（資産割微収を廃止）
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連携協約の一部を変更する協約の締結　１件
◆長野市及び小布施町に於ける連
　携中枢都市圏形成に係る連携協
　約の一部を変更する連携協約の
　締結について………………………全員挙手
　Ⓠ連携中枢都市圏の職員採用に関しては、町の交

流、移住、定住促進としてどのようにかかわっ
ていくのか。

　A移住定住を進める事業として職員人材確保が含
まれており、主に県外の方を募集し、広域圏で
採用をするということで、移住定住につなげて
いきます。

人事案件　1件
◆人権擁護委員の推選につき意見
　を求めることについて……………全員起立
　・高　橋　紀久子（64才）矢島
　　任期：令和元年７月１日より３年間

条例の一部を改正する条例　３件
◆小布施町放課後児童健全育成事
　業の設備及び運営に関する基準
　を定める条例の一部を改正する
　条例…………………………………全員挙手
　Ⓠ専門職大学の前期課程の修了者とは具体的な内

容は。
　A新たな大学の形として専門職大学は四年生の大

学ですが課程を前期・後期に分けることがで
き、前期課程修了の段階で短大卒業資格と同程
度と認めることができます。

◆災害弔慰金の支給等に関する条
　例の一部を改正する条例…………全員挙手
　Ⓠ月賦償還の内容について伺いたい。
　A年払い、半年払いがあり、借り受けた方の償還

を容易とするために加えた。
◆小布施町国民保険税条例の一部
　を改正する条例……………………全員挙手
　Ⓠ新税率における介護分の引き上げ理由は。
　A介護分については、これまでの税率が低かっ

た、今回県から示された税率を参考にすると上
げざるを得ない状況です。

　Ⓠ資産割を廃止し、「３方式」を導入することだ
が、均等割の18歳以下の児童については担税力
が本人にはない廃止することはできないのか。

　　平等割の軽減についてもどのように考えたの
か。

　A資産割廃止は、国により方向性が示されてお
り、「３方式」で進めさせております。均等割
については、国にから示されており、独自に検
討はしてません。また応益割という観点から、
ご負担を頂く形です。

議案の審議　２件
◆権利放棄について…………………挙手多数
　Ⓠ権利放棄について、貸付の経緯及び内容につい

て伺いたい。
　A昭和57年に住宅を建てるために町と契約をして

資金の借り受けした個人に町はそれに対し貸付
をしましたが、昭和60年頃から経営不振になり
会社が倒産、滞納の債権回収が始まり、最終的

条例の一部を改正する条例　２件
◆一般職の任期付き職員の採用等
　に関する条例の一部を改正する
　条例について………………………全員挙手
　Ⓠ現在の状況では、一定の期間内に当てはめる職

種に保育士を当てはめるものではないと考える
が、保育士の計画的な採用と現場での調整はど
のように考えているのか。

　A職員の処遇に関することであり、職員間のモチ
ベーションにも影響を与える場合がある、理解
を得ながら採用を進めて行きたい。

◆小布施町水道の敷設工事監督者
　の配置および資格並びに水道技
　術管理者の資格に関する基準を
　定める条例の一部を改正する条
　例について…………………………全員挙手

補正予算　２件
◆平成30年度小布施町一般会計補
　正予算について……………………全員挙手
　Ⓠ農地最適化交付金の内容と現在の農業委員へ何

故交付されるのか。
　A国の制度に基づき、町内の遊休荒廃地の解消に

伴う報酬の財源として交付された。
　Ⓠ高齢者タクシー交付金の内容、実績はどのよう

になっているのか。
　A現在の実績は480万円の支出をしている。昨年

度減額となっているのが現状です。補正額80万
円で賄えると考えている。

　Ⓠ定住促進費企業支援金の減額の理由は何か。
　A地域おこし協力隊の任期満了に伴う関係で１名

が地元に帰り、もう１名は満了後に起業をする
ため、新年度予算で対応をすることで減額をし
た。

◆平成30年度小布施町下水道事業
　特別会計補正予算について………全員挙手

審議期間
３月４日（月）～３月22日（金）19日間

〔総務産業常任委員会審議〕 〔社会文教常任委員会審議〕
に昭和63年裁判所から競売にかけられたが町に
は回収できる分がなく、破産手続き後は返済能
力がない、その時点で処理を行うべきであっ
た。

　　平成30年度において滞納されている方以外は回
収しております、この滞納者の分を債権放棄し
特別会計を閉じることにしました。

　Ⓠ貸付時の担保、競売の経緯と配当は無かったの
か。

　A貸し付けたのは昭和57年、58年で、町の抵当権
設定は昭和60年で抵当順位は五番でした。競売
の経緯は、昭和60年ごろ会社運営が思わしくな
く倒産し、町が抵当権を設定したが長野社会保
険事務所などの差し押さえがあり、昭和61年に
長野地方裁判所が競売を開始しその時点での未
償還額1500万円ほどを裁判所に書面で提出した
が、抵当権が５番のため全く回収できなかっ
た。

　Ⓠ債権の放棄についてはどのような条例の根拠で
行うのか。

　A債権管理条例を設定している場合は、その条例
に基づいて不能欠損処理を行うことになります
が、小布施町の場合は事例が少なく条例があり
ません。従って地方自治法第96条第１項第10号
の規定に基づき、議会の議決事件と定められて
おり今回、契約に基づく私債権であるため、こ
の債権の放棄が必要になりました。

　Ⓠ債権の放棄について、町民の皆さんへはどのよ
うに説明を行うのか。

　Aこれほどの金額を放棄することは、町民の皆さ
まは大変に驚かれると思います。積極的にお知
らせはできませんが何らかの形で説明は必要と
思います。

◆平成30年度小布施町介護保険特
　別会計補正予算……………………挙手多数
　Ⓠ保険者機能強化推進交付金の内容について伺い

たい。
　A平成30年度から新たに設けられた交付金で、90

項目のチェック内容に基づいて交付されます。
介護に関するものとして頂いております。

提出議案について主旨説明を求める
総務産業常任委員会

提出議案について主旨説明を求める
社会文教常任委員会
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・町議会で平成30年10月18日に町長に提出した、９項目の要望についての回答です。

【財政運営に関する３項目の回答】
１．個別施設計画の作成と合わせ、不要な施設
や土地を洗い出し、有効活用や財産処分を進
めます。水上町営住宅跡地と上松川コミュニ
ティ南側土地（松村町営住宅跡地）の売却に
ついて進めます。
２．平成31年度予算で公共施設個別施設計画策
定の支援業務委託料を計上しました。公共施
設等管理検討会議を引き続き開催し、今後の
施設のあり方について、基本的な方向性を検討
します。
３．滞納の要因としては「納付忘れ」と「納税
意識の低下」、「借金返済を最優先する」、ま
た、「安定した収入が得られていない」等他い
くつかの税目が重複して未納になるケースが
多く、現在納税への関心を高めてもらうべく
根気強く納税交渉・納税相談をしている状況
です。滞納整理プロジェクト会議については
今年度も定期的に基礎知識の研修、現状報
告、対応策等について情報共有を図り、未納
の削減に取り組んでまいります。
【事業関連に関する項目の回答】
４．健康づくりについては、パワーウォーキン
グにとらわれることなく、作成済みの町
ウォーキングマップと千曲川桜堤の距離表示
を適切に管理し、様々なウォーキングに取り
組み、健康の保持・増進に向けた歩く大切さ
を伝えてまいります。健康係窓口でマップを
自由にお持ちいただけます。特定検診・特定
保健指導を通じウォーキング健康教室にて正
しい歩き方を指導してまいります。加齢とと
もに心身の機能が低下している皆さんへは、
参加しやすい軽運動の「片脚立ち」「スクワッ
ト」なども紹介し、地域での教室事業を中心
に取り組みます。
　　若者会議は、地方の新しい可能性を生み出
し発信する会議として全国から注目を集め、
会議に関わった若者が将来にわたって町の活
力の一因になります。若者に魅力あるまちづ
くりとして、この事業は重要であると考えて
おり、効果的な予算編成を心がけ、見直しや
改善を行い、自立した事業になるよう、行政

【財政運営に関する３項目の回答】
１．個別施設計画の作成と合わせ、不要な施設
や土地を洗い出し、有効活用や財産処分を進
めます。水上町営住宅跡地と上松川コミュニ
ティ南側土地（松村町営住宅跡地）の売却に
ついて進めます。
２．平成31年度予算で公共施設個別施設計画策
定の支援業務委託料を計上しました。公共施
設等管理検討会議を引き続き開催し、今後の
施設のあり方について、基本的な方向性を検討
します。
３．滞納の要因としては「納付忘れ」と「納税
意識の低下」、「借金返済を最優先する」、ま
た、「安定した収入が得られていない」等他い
くつかの税目が重複して未納になるケースが
多く、現在納税への関心を高めてもらうべく
根気強く納税交渉・納税相談をしている状況
です。滞納整理プロジェクト会議については
今年度も定期的に基礎知識の研修、現状報
告、対応策等について情報共有を図り、未納
の削減に取り組んでまいります。
【事業関連に関する項目の回答】
４．健康づくりについては、パワーウォーキン
グにとらわれることなく、作成済みの町
ウォーキングマップと千曲川桜堤の距離表示
を適切に管理し、様々なウォーキングに取り
組み、健康の保持・増進に向けた歩く大切さ
を伝えてまいります。健康係窓口でマップを
自由にお持ちいただけます。特定検診・特定
保健指導を通じウォーキング健康教室にて正
しい歩き方を指導してまいります。加齢とと
もに心身の機能が低下している皆さんへは、
参加しやすい軽運動の「片脚立ち」「スクワッ
ト」なども紹介し、地域での教室事業を中心
に取り組みます。
　　若者会議は、地方の新しい可能性を生み出
し発信する会議として全国から注目を集め、
会議に関わった若者が将来にわたって町の活
力の一因になります。若者に魅力あるまちづ
くりとして、この事業は重要であると考えて
おり、効果的な予算編成を心がけ、見直しや
改善を行い、自立した事業になるよう、行政

　も一体となり協働していきます。　　　　　
　　ブランド戦略事業について振興公社への委
託事業は、協議の上平成32年度を区切りとする
ことで進めます。
【教育関連に関する項目の回答】
５．保育士、幼稚園教諭の人員不足については
嘱託職員または臨時職員として募集をしてい
るが応募がない。処遇改善の一環として新た
に育休代替任期付職員（正規職員）を募集し
て対応を進めます。募集している上記職員の
処遇改善についても平成32年４月からの会計
年度任用職員制度の施行にあわせ、給料の水
準や手当の種類、休暇制度の取り扱いなど条
例や規則の整備に取り組んでいきます。
【健康福祉に関する項目の回答】
６．「産後うつ」に起因し、子どもの養育に課
題を抱える母親の産後検診を開始します。こ
の検診に臨床心理士に加え精神保健福祉士を
置き精神保健の観点から課題を抱える子ども
と保護者を包括的に支えます。さらに生活困
窮などへの対応を含めて包括的に進めるた
め、相談事業と乳幼児健康診査・子育て教室
との連携を深め、病気や障がいをお持ちの子
どもさんの早期発見と支援を進めます。
【建設関連に関する３項目の回答】
７．通学路の安全対策について「小布施町通学
路安全協議会」で毎年危険箇所の改善に向け
た協議や現地確認などを実施し整備を進めて
います。平成31年度ではカラー舗装を優先的
に福原地区（横町・大島踏切間）の予算化を
して、検討します。また小修繕については既
決予算の中で対応し、皆さんの協力のもと安
全確保に努めます。
８．平成31年度も引き続き下流部の基幹水路の
整備と上流部（松村駐車場）への浸透桝の設
置などを検討しています。事業化できなかっ
た箇所等は今後の財政状況を見る中で検討し
ていきます。また現在進めている国道403号の
整備と連携し中流部の雨水対策を進めます。
９．除雪については昨年と同じ当初予算で、
１ヶ月分を、それを上回る除雪や排雪費用に
ついては予備費充用で迅速に対応します。

　も一体となり協働していきます。　　　　　
　　ブランド戦略事業について振興公社への委
託事業は、協議の上平成32年度を区切りとする
ことで進めます。
【教育関連に関する項目の回答】
５．保育士、幼稚園教諭の人員不足については
嘱託職員または臨時職員として募集をしてい
るが応募がない。処遇改善の一環として新た
に育休代替任期付職員（正規職員）を募集し
て対応を進めます。募集している上記職員の
処遇改善についても平成32年４月からの会計
年度任用職員制度の施行にあわせ、給料の水
準や手当の種類、休暇制度の取り扱いなど条
例や規則の整備に取り組んでいきます。
【健康福祉に関する項目の回答】
６．「産後うつ」に起因し、子どもの養育に課
題を抱える母親の産後検診を開始します。こ
の検診に臨床心理士に加え精神保健福祉士を
置き精神保健の観点から課題を抱える子ども
と保護者を包括的に支えます。さらに生活困
窮などへの対応を含めて包括的に進めるた
め、相談事業と乳幼児健康診査・子育て教室
との連携を深め、病気や障がいをお持ちの子
どもさんの早期発見と支援を進めます。
【建設関連に関する３項目の回答】
７．通学路の安全対策について「小布施町通学
路安全協議会」で毎年危険箇所の改善に向け
た協議や現地確認などを実施し整備を進めて
います。平成31年度ではカラー舗装を優先的
に福原地区（横町・大島踏切間）の予算化を
して、検討します。また小修繕については既
決予算の中で対応し、皆さんの協力のもと安
全確保に努めます。
８．平成31年度も引き続き下流部の基幹水路の
整備と上流部（松村駐車場）への浸透桝の設
置などを検討しています。事業化できなかっ
た箇所等は今後の財政状況を見る中で検討し
ていきます。また現在進めている国道403号の
整備と連携し中流部の雨水対策を進めます。
９．除雪については昨年と同じ当初予算で、
１ヶ月分を、それを上回る除雪や排雪費用に
ついては予備費充用で迅速に対応します。

平成31年度予算要望に対する回答書 平成31年２月25日付

一 般 会 計

◆町有財産管理費　　　　　　　2,020千円
　・財政調整基金積立金　　　（2,010千円）
◆ふるさと納税促進事業費　　　60,000千円
　・ふるさと応援寄付金謝礼　 （1,000千円）
　・物産品発送委託料　　　　（23,000千円）
　・公金支払いシステム料　 　 （6,400千円）
　・小布施ふるさと応援基金積立金

（28,700千円）
◆定住保進事業費　　　　　　△2,000千円
　・起業支援金費（30年度中に利用者なし）

（△2,000千円）
◆高齢者福祉事業費　　　　　△8,600千円
　・後期高齢者医療広域連合負担金

（△6,300千円）
　・介護保険特別会計操出金 （△1,700千円）
◆高齢者在宅支援事業費　　　　 1,040千円
　・高齢者等タクシー利用給付金費

（800千円）
　・高齢者にやさしい住宅改良促進給付費

（240千円）

◆自立支援給付事業費　　　　　18,700千円
　・生活介護費　　　　　　　（5,600千円）
　・施設入所支援費　　　　　（3,800千円）
　・就労移行支援費　　　　　（1,400千円）
　・就労継続支援Ｂ型費　　　（1,600千円）
　・共同生活援助費　　　　　（4,200千円）
　・放課後等ディサービス費　 （2,050千円）
◆ごみ分別処理費　　　　　　△10,260千円
　・北信保健衛生施設組合負担費

（△10,2600千円）
◆農業委員会運営費　　　　　　1,900千円
◆フローラルガーデンおぶせ管理運営費

1,290千円
　・深井戸揚水管交換費　　　（1,290千円）
◆橋梁維持管理費　　　　　　△1,940千円
　・橋梁修繕計画策定委託料（入札時の差益分）

（1,940千円）
◆水路新設改良事業費　　　　△8,590千円
　・測料設計委託料（町職員が測量対応）

（8,590千円）
◆高井鴻山記念館管理費　　　　　290千円
　・人件費　　　　　　　　　　（290千円）

３月会議・平成30年度補正予算 議決をした主なもの

・歳入歳出それぞれ69,345千円を追加し5,029,117千円としました。

議案番号は省略しています。

平成31年3月会議で賛否の分かれた議案 賛＝賛成　反＝反対　議長は議決に参加しない

中
村
雅
代

福
島
浩
洋

冨
岡
信
男

小
西
和
実

川

上

健
一

山
岸
裕
始

小
林

　
茂

小

林
一
広

小
渕

　
晃

渡
辺
建
次

関
谷
明
生

大
島
孝
司

小
林
正
子

関

　
悦
子

賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 反 －

賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反反 －

賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛反 －

賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 反 －

賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 －

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛反 反 反 －

賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 －

賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 －

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

平成31年度小布施町介護保険特別会計予算について

平成30年度小布施町後期高齢者医療特別会計補正予算について

平成31年度小布施町一般会計予算について

平成31年度小布施町国民健康保険特別会計予算について

平成31年度小布施町後期高齢者医療特別会計予算について

平成30年度小布施町介護保険特別会計補正予算について

権利の放棄について
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(リ) その他の意見

Ｑ1

             

Ｑ2 議員の選挙があることを知っていますか。 Ｑ3  議員選挙が2期無投票を知っていますか。

　
Ｑ4 議員のなり手不足の問題を知っていますか。 Ｑ5　町でも議員のなり手不足を感じますか。

Ｑ6 選挙に立候補するには、どんなことが解消されればと思いますか。

　　◎議員のなり手不足検討会で実施したアンケートがまとまりましたので公表します。

回答された方　

「議員なり手不足検討会」報告書（アンケート結果）

回答の状況 配布数　3,833部　回収数　360部　　　　回答率　9.4%

イ　家族の理解

ロ　選挙費用の負担
軽減　　　　　

ハ　職場の理解と支
援　　　　　　

ニ　夜間や休日会議
の導入　　　　

ホ　自治会や団体等
の支援　　　　

ヘ　議員活動を支え
る制度　　　　

ト　子育て・介護の
支援　　　　　

チ　議員報酬の引き
上げ　　　　　

リ　その他

３月会議 一般質問
目　次

大島　孝司………………………………………………15
⑴30年度「ここに使いますことしの予算」の総括を

小西　和実………………………………………………

………………………………………………

11

⑴小布施駅前活性化の現状は

川上　健一………………………………………………12
⑴「小布施に競歩コースを」の信毎の記事について

山岸　裕始………………………………………………13
⑴「指定管理者選定委員会設置要綱」の見直しを

中村　雅代………………………………………………14
⑴幼児教育無償化による町への財政負担の影響は

小林　　茂………………………………………………16
⑴高齢者向けライフプラン作成支援と自己研鑚の場を

福島　浩洋………………………………………………19
⑴１級河川松川堤防の提案と要望
⑵国道403号の浸透式調整池の候補地は

小渕　　晃………………………………………………21
⑴県営松川団地の住民転居後の活用方法は
⑵ふるさと納税の効果的な活用を

渡辺　建次………………………………………………18
⑴園芸療法での健康寿命の延伸と介護度悪化の
抑制を
⑵小中学校における学習環境の充実度は
⑶高齢者等の定義の見直しで見える近未来は

関谷　明生………………………………………………20
⑴太陽光発電屋根貸し事業実施の経緯と真意は

小林　一広………………………………………………17
⑴太陽光発電の屋根貸しの効果は
⑵小布施町に重要な農村風景の維持を
⑶国道403号の進捗状況は

小林　正子
⑴国土調査の「地籍調査」を行い、現状と公図・土
地台帳・登記簿等の不整合を正すことについて

⑵この冬、野鳥が大群化しているその原因と対策について
⑶沖縄県民投票について示された民意を汲みと
る姿勢のない政府を町長はどう考えるか

10

「議員なり手不足検討会」の報告書を議会議長へ提出（３月22日）
○活動報告について、下記のとおり委員長から議長へ提出されました。

・８月24日・９月20日・10月24日・11月19日・12月17日・１月12日・２月19日・３月12日の８回

１　開催回数

・現在の議会活動状況について　・議員のなり手不足の状況について
・検討委員会の話し合いによる意見集約（現状、対応、課題）
・町内全世帯を対象にしたアンケートの実施・町内全戸へ「議員のなり手不足」のチラシの配布

２　活動内容

・８月24日以来約８カ月の検討会を重ね、そして話し合いを行い、現状を町民の皆さんへ伝える必要
と結論を得て、アンケート実施、結果及びチラシを作成し全世帯への配布を行いました。（８頁の
結果報告）検討会では平成31年４月21日に選挙が実施されるという限られた期間でしたが、皆さん
には関心を向けていただけたと思われます。ご協力いただいた町民の皆さんには感謝申し上げます。

３　活動結果

　検討会は現議会議員の任期まででありますから、皆さんからいただいた全てを検討することは出来
ませんでした。「議員なり手不足」は全国的な問題であります。その中で本検討会では次の意見が出
されています。
①　議会改革の取り組みや議員活動の見える化（広報の充実、やさしい議会講座の開催）
②　町民の皆さんと議員の距離を近づけることの必要性（議会カフェ、報告会などの充実）
③　議員を支える制度（一般質問審査マーカー制度、議会サポーター制度導入の検討）
　新たな議会においても、出された意見を引き継いでもらい持続的に皆さんと検討する機会を設けて
いただくよう、要望します。

４　今後について
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こ
の
冬
、
ム
ク
ド
リ
と
思
わ

れ
る
野
鳥
が
大
群
を
な
し
て
い

る
。
糞ふ

ん

で
汚
さ
れ
た
な
ど
苦
情
も
聞
き
、

道
路
も
汚
れ
て
い
ま
す
。
恐
怖
を
感
じ

る
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
鳥
が
止
ま
ら

な
い
よ
う
に
し
た
電
線
も
張
ら
れ
て
い

る
が
、
他
に
移
動
す
る
だ
け
で
す
。
落

下
果
実
の
放
置
や
収
穫
し
な
い
果
樹
が

餌
を
豊
富
に
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

る
。
野
鳥
研
究
家
の
知
見
も
得
て
、
有

効
な
対
策
を
求
め
ま
す
。

町
も
確
認
し
て
い
ま
す
。
捕

獲
は
難
し
く
、
中
電
に
鳥
が
止

ま
る
の
を
防
ぐ
装
置
な
ど
要
請
し
て
い

ま
す
。
音
を
出
す
の
も
効
果
的
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
で
き

る
範
囲
で
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

音
を
出
す
な
ど
、
近
所
迷
惑

に
も
な
り
、
な
か
な
か
で
き
な

い
。

同
報
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
呼
び
か
け
ま
す
。
研
究
も
し

ま
す
。

件
余
、
境
界
立
会
い
で
同
意
が
得
ら
れ

れ
ば
公
図
を
訂
正
し
、
対
応
し
て
い
ま

す
。

不
整
合
を
正
す
に
は
「
地
籍

調
査
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。

未
実
施
は
県
下
で
小
布
施
町
な
ど
６
市

町
村
の
み
。
地
籍
調
査
の
認
識
は
。

地
域
内
の
適
切
な
土
地
利
用

に
有
効
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、

実
施
に
は
多
額
の
経
費
と
専
門
の
職
員

が
必
要
。
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

地
権
者
が
高
齢
に
な
り
、
何

代
も
登
記
さ
れ
な
い
と
調
査
も

困
難
。
早
期
実
施
が
必
要
で
す
。

国
が
所
有
者
不
明
の
土
地
を

減
ら
す
制
度
改
正
を
す
る
。
そ

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
経
費
に
国
・
県
の
補
助

金
が
あ
る
は
ず
。
そ
れ
も
活
用

し
て
早
期
に
実
施
す
る
べ
き
で
す
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
国
か
ら

２
分
の
１
と
県
か
ら
４
分
の
１

補
助
金
が
つ
き
、
交
付
税
措
置
も
あ
り
、

５
％
程
で
可
能
。
な
る
べ
く
早
く
実
施

現
状
と
公
図
の
不
整
合
に

よ
る
不
都
合
が
生
じ
て
い
る
。

町
道
に
面
し
て
い
る
の
に
公
図
に
記
載

が
な
く
て
宅
地
と
し
て
売
れ
な
い
な
ど

深
刻
で
す
。
そ
れ
を
個
人
が
正
す
に
は

多
大
な
時
間
と
経
費
が
か
か
る
。
実
態

を
ど
う
把
握
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

住
民
の
申
し
出
や
相
談
が

あ
る
町
道
未
登
記
物
件
は
100

が
、
対
立
が
あ
る
。
表
明
は
で
き
な
い
。

対
話
の
中
で
の
解
決
を
願
う
も
の
で
す
。

か
つ
て
「
オ
ス
プ
レ
イ
を
我

が
こ
と
と
し
て
」
と
述
べ
ら
れ

た
。

個
人
的
に
反
対
の
気
持
ち

は
あ
る
が
、
議
会
内
部
で
も
活

発
に
論
議
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

県
民
の
民
意
が
示
さ
れ
た
と

み
ま
す
か
。
政
府
は
「
真
摯
に

受
け
止
め
る
」
と
い
い
な
が
ら
、
実
際

は
無
視
し
て
い
ま
す
。
民
主
主
義
の
政

治
で
地
方
の
民
意
は
ど
う
生
か
さ
れ
る

べ
き
か
。

同
じ
自
治
体
の
首
長
と
し
て
、
辺
野

古
埋
め
立
て
反
対
の
民
意
を
く
み
取
っ

て
、
埋
め
立
て
中
止
を
進
言
し
て
ほ
し

い
。

反
対
が
72
・
15
％
、
大
勢
が

反
対
票
を
投
じ
た
。
地
方
の
民

意
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

Q A

Q A

Q AQ AQ A

Q A Q A

Q A

Q A

Q A

Q AQ AQ A

Q A Q A

Q A

小林正子議員

小
布
施
駅
前
の
活
性
化
と
い

う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
町
政
や
文

化
観
光
協
会
、
商
工
会
と
の
関
連
で
小

Q A

Q A

小西和実議員

小
布
施
駅
前
活
性
化
の
現
状
は

「
辺
野
古
埋
め
立
て
」
沖
縄
県
民
投
票

民
意
を
く
み
取
る
姿
勢
な
い
政
府
を
ど
う
考
え
ま
す
か

意
見
交
換
の
で
き
る
場
を
設
け
た
い

畔
上
建
設
水
道
課
長

さ
な
動
き
が
あ
っ
た
も
の
の
、
い
ま
だ

に
何
の
新
し
い
形
も
見
え
ず
、
具
体
的

な
進
展
も
な
い
ま
ま
今
日
ま
で
何
年
も

会
議
も
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
ま
ま
放

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
12
月
会
議
で
「
小
布
施
駅

整
備
等
の
推
進
を
」、
平
成
24
年
９
月

会
議
で
は
「
第
二
町
並
み
修
景
事
業
以

後
の
、
今
後
の
ま
ち
全
体
の
修
景
事
業

の
展
望
は
？
」、
ま
た
平
成
25
年
12
月

会
議
で
も
「
速
や
か
に
駅
前
修
景
へ
の

着
手
を
」
と
い
う
質
問
を
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
９
月
会
議
の
「
第
二
町
並

み
修
景
事
業
以
後
の
、
今
後
の
ま
ち
全

体
の
修
景
事
業
の
展
望
は
？
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
市
村
町
長
は
「
今
後
は

駅
前
周
辺
を
検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
平
成
24
年
９
月
会
議
の

大
島
孝
司
議
員
の
「
第
三
町
並
み
修
景

事
業
の
基
本
構
想
は
」
と
い
う
質
問
に

対
し
て
、「
第
三
町
並
み
修
景
事
業
は

駅
前
を
考
え
た
い
」
と
市
村
町
長
は
答

弁
し
て
い
ま
す
。

町
報
平
成
27
年
１
月
号
の
年
頭
あ
い

さ
つ
で
、
今
年
の
重
点
施
策
と
し
て
、

「
第
三
の
町
並
み
修
景
事
業
も
視
野
に

入
れ
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
発
表
し
て

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、
平
成
27

年
３
月
会
議
の
一
般
質
問
で
「
第
三
の

町
並
み
修
景
事
業
に
つ
い
て
」
と
い
う

質
問
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
駅
前
の
活
性
化
へ
と
つ

な
げ
る
た
め
４
回
ほ
ど
活
性
化
お
よ
び

第
三
修
景
事
業
と
い
う
観
点
で
質
問
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
の
最
初
の
答
弁
か
ら
す
で

に
７
年
近
く
、
そ
し
て
平
成
27
年
の
市

村
町
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
か
ら
も
す
で

に
４
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま

だ
に
何
の
会
議
等
の
開
催
も
な
く
、
放

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
布
施
町
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
前
に

さ
さ
や
か
な
彩
り
を
添
え
よ
う
と
空
き

店
舗
の
喫
茶
店
へ
の
再
活
用
や
廃
屋
と

な
っ
た
店
舗
の
撤
去
な
ど
、
私
自
身
が

「
駅
前
の
活
性
化
」
に
最
初
に
取
り
組

み
始
め
て
か
ら
も
、
す
で
に
８
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
度
々
、
一
般
質
問
の
場
で

も
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
小
布
施
駅
前
の
発
展
に
つ
い
て
再

度
二
点
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

①
小
布
施
駅
周
辺
の
現
状
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

②
第
三
修
景
事
業
と
い
う
可
能
性
も
踏

ま
え
て
、
将
来
的
に
小
布
施
駅
周
辺
を

ど
う
活
性
化
さ
せ
て
い
く
の
か
。

①
町
と
し
て
も
車
か
ら
公
共

交
通
機
関
へ
の
転
換
が
進
ん
で

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
現
在
進
め
て
い

る
国
道
403
号
の
整
備
の
延
長
上
に
位
置

す
る
も
の
と
考
え
、
駅
か
ら
町
中
へ
案

内
す
る
重
要
な
箇
所
と
認
識
を
し
て
い

ま
す
。

②
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
行
政

主
導
で
は
な
く
、
そ
こ
に
お
住
い
の

方
々
の
発
意
か
ら
発
展
す
る
も
の
で
、

行
政
は
側
面
か
ら
の
支
援
と
思
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
駅
前
地
区
で
抱
え
る
課
題
や
、

将
来
ど
の
よ
う
な
地
域
と
し
た
い
か
な

ど
、
意
見
交
換
の
で
き
る
場
を
ま
ず
は

設
け
、
参
加
者
と
と
も
に
考
え
、
役
割

分
担
を
確
認
し
な
が
ら
、
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

辺野古テント村 2014 年　辺野古沿岸で沖縄
防衛局が確認していたジュゴン３頭のうち、
１頭の死骸が 2019 年３月 18 日みつかった。

「
地
籍
調
査
」
実
施
し

現
状
と
公
図
の
整
合
を

な
る
べ
く
早
い
実
施
を

計
画
し
ま
す

畔
上
建
設
水
道
課
長

し
た
い
。

ム
ク
ド
リ
大
群
に
対
策
を

対
策
難
し
い

皆
さ
ん
も
で
き
る
範
囲
で
対
策
を

永
井
健
康
福
祉
課
長
補
佐

市
村
町
長

大
勢
の
反
対
票
。
対
話
で
の
解
決
を
願
う

駅周辺の活性化も今後の課題のひとつ
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川上健一議員

「
小
布
施
に
競
歩
コ
ー
ス
を
」
の

信
毎
の
記
事
に
つ
い
て

三
輪
教
育
次
長

教
育
委
員
会
も
こ
の
構
想
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る

今
年
１
月
１
日
の
信
濃
毎

日
新
聞
に
「
小
布
施
に
競
歩

コ
ー
ス
を
」
の
見
出
し
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
記
事
に
つ
い
て
は
、

「
２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五

輪
の
男
子
50
キ
ロ
競
歩
で
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
小
布
施
町
出
身
の
荒
井
広
宙

選
手
に
あ
や
か
り
、
町
が
町
内
で
競
歩

コ
ー
ス
の
選
定
を
構
想
し
て
い
る
」
と

い
っ
た
出
だ
し
で
始
ま
る
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
「
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
な

ど
に
向
け
て
荒
井
選
手
に
使
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
名
前
を
冠
し
た
大
会
を
開

い
た
り
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
町
全
体

で
応
援
す
る
機
運
を
高
め
る
。
住
民
の

健
康
増
進
に
も
生
か
し
、
荒
井
選
手
を

育
ん
だ
町
か
ら
競
歩
の
普
及
や
振
興
を

図
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
町
が
検
討
し

て
い
る
コ
ー
ス
は
①
小
布
施
駅
―
岩

松
院
（
１
・
９
キ
ロ
）、
②
大
日
通
り

（
８
５
０
㍍
）、
小
布
施
橋
を
起
点
に
河

川
敷
の
③
北
側
（
２
・
６
キ
ロ
）
と
④

南
側
（
１
・
５
キ
ロ
）
⑤
小
布
施
総
合

公
園
の
周
回
（
７
５
０
㍍
）」
と
コ
ー

ス
の
説
明
が
続
く
も
の
で
し
た
。

記
事
は
国
内
の
競
歩
公
認
コ
ー
ス
の

状
況
、
県
内
に
公
認
コ
ー
ス
が
な
い
こ

と
や
小
布
施
で
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
コ
ー
ス
の
問
題
点
等
を
指
摘
し
、
こ

れ
に
対
し
町
教
育
委
員
会
は
「
現
実
的

な
整
合
性
は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
」

と
し
、
平
成
31
年
に
は
日
本
陸
連
の
検

定
員
を
招
い
て
公
認
を
得
た
い
考
え
で
、

平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
で
は
関
連
経

費
約
50
万
円
を
確
保
し
た
い
」
と
結
ば

れ
て
い
ま
す
。

２
年
前
の
私
の
「
小
布
施
に
公
式
の

競
歩
コ
ー
ス
を
」
の
一
般
質
問
に
対
す

る
町
の
答
弁
で
は
、「
公
式
の
も
の
と

は
な
ら
な
い
が
千
曲
川
堤
防
上
が
競
歩

の
練
習
な
ど
に
適
し
た
も
の
と
思
う
」

と
し
、
公
式
の
コ
ー
ス
を
造
る
考
え
は

示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑴
こ
の
記
事
は
ど
の
よ
う
な
経
過
で
掲

載
さ
れ
た
の
か
。

⑵
記
事
か
ら
す
る
と
、
町
は
公
式
の

コ
ー
ス
の
選
定
を
構
想
し
て
い
る
が
、

事
実
な
の
か
。
い
つ
か
ら
選
定
に
入
っ

た
の
か
。
体
育
協
会
な
ど
に
構
想
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
の
か
。

⑶
「
平
成
31
年
度
当
初
予
算
で
は
関
連

経
費
約
50
万
円
を
確
保
し
た
い
」
と
あ

る
が
、
３
月
会
議
に
上
程
す
る
前
に
こ

の
よ
う
な
数
字
を
マ
ス
コ
ミ
で
示
す
こ

と
は
い
か
が
な
も
の
か
。

⑴
川
上
議
員
の
一
般
質
問
の

頃
か
ら
、
体
協
所
属
の
走
ろ
う

会
か
ら
も
、
将
来
の
町
内
で
の
競
歩
大

会
の
開
催
に
向
け
て
公
認
の
コ
ー
ス
を

設
け
て
は
ど
う
か
と
い
う
話
が
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
も

荒
井
選
手
の
後
押
し
す
る
意
味
で
も
、

こ
の
構
想
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

構
想
実
現
の
た
め
に
は
具
体
的
な

コ
ー
ス
の
選
定
が
必
要
と
考
え
、
昨
年

の
夏
ご
ろ
か
ら
検
討
を
始
め
、
５
つ
の

候
補
コ
ー
ス
を
選
定
し
て
い
る
。

12
月
に
信
毎
の
記
者
か
ら
平
成
31
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
と
し
て
夢
の

あ
る
明
る
い
話
題
の
提
供
を
依
頼
さ
れ
、

取
材
の
中
で
担
当
の
係
長
が
競
歩
コ
ー

ス
の
構
想
に
つ
い
て
話
し
た
と
こ
ろ
、

記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
今
後
、
候
補
と
な
る
コ
ー
ス
に
つ
い

て
は
関
係
の
皆
さ
ん
に
現
地
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
体
育
協
会
な
ど
関
係
団
体
の

皆
さ
ん
と
将
来
の
大
会
の
開
催
な
ど
を

含
め
て
相
談
、
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。

⑶
取
材
の
中
で
、「
31
年
度
当
初
予
算

案
で
は
関
連
経
費
約
50
万
円
を
確
保
し

た
い
」
と
い
う
予
算
を
含
む
話
が
新
聞

記
事
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

Q A

Q A

質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑴
小
布
施
町
執
行
機
関
の
附
属
機
関
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
ま
た
は
指
針
を

定
め
、
委
員
の
定
数
、
任
期
、
女
性
比

率
等
を
明
確
に
定
め
る
つ
も
り
は
な
い

か⑵
条
例
・
指
針
を
定
め
る
つ
も
り
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
・
小
布
施
町
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
設
置
要
綱
に
関
し
て
以

下
の
改
定
を
行
う
考
え
は

ⓐ
第
３
条
第
１
項
を
「
委
員
会
は
、
委

員
長
及
び
委
員
６
人
程
度
を
も
っ
て
組

織
す
る
。」

ⓑ
第
３
条
第
２
項
を
「
委
員
長
は
副
町

長
と
し
、
委
員
は
第
１
号
に
掲
げ
る
者

の
う
ち
か
ら
町
長
が
委
嘱
し
、
第
２
号

に
掲
げ
る
委
員
の
数
は
、
２
人
以
内
と

す
る
。」

ⓒ
第
３
条
第
２
項
第
３
号
に
「
そ
の
他

町
長
が
適
当
と
認
め
る
者
」
の
追
加

要
綱
で
の
設
置
は
、
町
内
部

に
お
け
る
事
務
執
行
手
続
き
の

一
つ
の
方
法
で
、
委
員
会
は
町
役
場
の

内
部
機
関
で
、
学
識
経
験
者
が
委
員
と

小
布
施
町
で
は
13
の
公
共
施

設
管
理
を
、「
小
布
施
町
公
の

施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

指
定
を
し
て
い
ま
す
。

小
布
施
町
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

Q A

設
置
要
綱
第
３
条
第
２
項
で
は
『
委
員

長
は
副
町
長
と
し
、
委
員
は
第
１
号
に

掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
町
長
が
委
嘱

し
、
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
者
を
充

て
る
。　

⑴
学
識
経
験
者　

⑵
課
長
』

と
し
て
い
ま
す
。最

近
で
は
平
成
31
年
４

月
１
日
か
ら
の
「
小
布
施

町
総
合
公
園
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

の
指
定
管
理
者
選
定
に
あ

た
り
選
定
委
員
会
が
会
議

を
行
い
ま
し
た
。

選
定
委
員
は
副
町
長
を

委
員
長
と
し
、
４
名
の
学

識
経
験
者
と
６
名
の
課
長

（
教
育
次
長
含
）
が
行
い

ま
し
た
。

11
名
の
委
員
長
・
委
員

の
う
ち
７
名
が
役
場
職
員

と
い
う
の
は
指
定
管
理
の

選
定
委
員
と
し
て
適
当
な

の
か
と
い
う
問
題
提
起
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
２
点

民間の力を活用して町所有の施設をより魅力的に、多くの町民に活用して頂
くように

Q A

山岸裕始議員

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
設
置
要
綱
の
見
直
し
を

次
回
の
選
定
に
向
け
て
条
例
化
を
検
討
し
て
い
く

久
保
田
副
町
長

し
て
入
る
こ
と
で
、
第
三
者
か
ら
の
行

政
運
営
上
の
意
見
や
要
望
を
聞
く
場
と

し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

議
員
提
案
の
条
例
化
は
、
住
民
の
意

思
が
反
映
さ
れ
、
専
門
的
な
知
識
、
技

術
の
導
入
も
可
能
と
な
り
、
中
立
的
立

場
か
ら
の
調
整
な
ど
も
期
待
で
き
ま
す
。

小
布
施
町
で
は
平
成
26
年
度
に
条
例

化
に
つ
き
検
討
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
が
、
検
討
の
結
果
条
例
化
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

理
由
は
、
翌
27
年
度
に
指
定
管
理
期

間
が
終
了
す
る
施
設
が
10
施
設
あ
り
、

10
施
設
す
べ
て
が
前
回
の
選
定
で
公
募

に
よ
ら
ず
に
継
続
し
て
の
指
定
で
あ
り
、

管
理
の
実
態
か
ら
公
募
に
よ
ら
な
い
可

能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
こ
と
が
理
由

の
一
つ
で
す
。

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で

の
選
定
委
員
会
開
催
に
お
け
る
学
識
経

験
者
は
委
員
全
体
の
３
割
か
ら
４
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

長
野
県
の
示
し
た
指
定
管
理
者
制
度

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
原
則

構
成
員
の
過
半
数
は
外
部
の
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
条
例
化
に
向
け
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

町が検討しているコースの１つ大日通り（850 メートル）
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政
府
は
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
を
来
年
度
の
10
月
か

ら
実
施
す
る
た
め
、「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
」
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
無
償
化
の

対
象
は
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
全
て

の
子
ど
も
と
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
で
す
。

政
府
は
無
償
化
に
か
か
る
費
用
を
全

体
で
約
８
千
億
円
と
試
算
し
て
お
り
、

財
源
に
は
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上

げ
分
を
充
て
る
と
し
て
い
ま
す
。
初
年

度
は
国
が
全
額
手
当
て
す
る
と
し
、
税

収
の
増
加
分
は
自
治
体
に
も
配
分
さ
れ

る
た
め
、
32
年
度
以
降
は
地
方
側
に
も

一
定
の
負
担
を
要
請
す
る
と
し
て
い
ま

す
。公

立
保
育
所
の
施
設
型
給
付
費
の
負

担
割
合
が
現
行
通
り
、
交
付
税
措
置
に

よ
る
全
額
市
町
村
の
ま
ま
で
す
。
し
か

し
、
保
護
者
負
担
で
あ
る
保
育
料
の
徴

収
に
つ
い
て
２
号
認
定
及
び
３
号
認
定

対
象
世
帯
の
徴
収
金
が
全
く
無
く
な
る

た
め
、
市
町
村
の
財
政
負
担
が
増
え
る

31
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、

30
年
度
予
算
の
事
業
成
果
を
ど

の
よ
う
に
総
括
し
た
の
か
、
30
年
度
予

算
事
業
説
明
書
「
こ
こ
に
使
い
ま
す
今

こ
と
に
な
り
、
減
額
分
に
つ
い
て
国
か

ら
の
財
政
負
担
が
な
け
れ
ば
保
育
園
の

運
営
費
を
削
減
す
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

現
場
の
関
係
職
員
は
「
園
児
の
受
入

枠
だ
け
増
や
し
て
も
保
育
士
不
足
が
改

善
さ
れ
な
け
れ
ば
保
育
の
質
に
影
響
が

及
ぶ
の
で
は
」「
本
当
に
保
育
が
必
要

な
子
ど
も
が
保
育
園
に
入
れ
る
よ
う
に

保
育
園
利
用
に
関
し
て
取
り
決
め
を
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
ス
タ
ー
ト
ま
で
あ
と

半
年
あ
ま
り
、
来
年
度
予
算
に
反
映
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
急
を
要
し
ま
す
。

そ
こ
で
お
伺
い
し
ま
す
。

①
国
・
地
方
の
負
担
割
合
に
つ
い
て

町
は
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
し
て
、
国

基
準
の
保
育
料
よ
り
低
く
設
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
差
額
は
財
政
支
援
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

②
保
育
料
無
償
化
に
伴
い
３
号
認
定
で

は
待
機
児
童
が
出
た
り
、
希
望
の
園
に

入
所
で
き
な
い
な
ど
、
入
所
困
難
な
状

況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る

声
が
保
護
者
の
方
よ
り
聞
か
れ
ま
す
が
、

ど
う
対
処
し
て
い
か
れ
ま
す
か

③
無
償
化
の
対
象
外
で
あ
る
食
材
料
費

い
わ
ゆ
る
〝
給
食
費
〟
に
つ
い
て
認
定

に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
主
食
費
・
副
食

費
の
扱
い
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か

①
財
源
と
し
て
地
方
消
費
税

増
収
額
の
全
額
が
歳
入
に
計
上

さ
れ
、
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
は
地
方
交

付
税
に
よ
り
賄
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

32
年
度
以
降
は
交
付
金
の
算
定
が
明

確
で
な
い
の
で
危
惧
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
無
償
化
対
象
外
の
保
育
料
に

つ
い
て
の
保
護
者
負
担
軽
減
分
は
現
在

と
同
じ
町
負
担
の
ま
ま
で
す
。

②
施
設
的
に
は
充
足
し
て
い
る
が
保
育

士
不
足
は
大
き
な
問
題
で
、
保
育
士
の

配
置
か
ら
希
望
園
と
は
別
の
園
へ
の
入

園
を
お
願
い
す
る
と
い
う
状
況
も
あ
り

ま
す
。
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
保
育

士
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
お
待
ち
い
た
だ

か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
保
育
士
の
処
遇
改
善

を
進
め
る
と
と
も
に
、
働
き
甲
斐
の
あ

る
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

保
育
士
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
今
後
、
家
庭
で
の
保
育
が
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
も
考
え
、
園
生
活
で

は
味
わ
え
な
い
子
育
て
の
達
成
感
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
家
庭
保
育
支
援
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
食
材
料
費
は
一
定
額
を
徴
収
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
設
定
に
当
た
っ
て

は
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Q AQ A

Q A

子どもは宝

大島孝司議員

「
30
年
度
、
こ
こ
に
使
い
ま
す

今
年
の
予
算
」
の
総
括
を

概
ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
も
の
と

評
価
し
て
い
ま
す

中
條
総
務
課
長
補
佐

年
の
予
算
」
に
あ
る
重
点
施
策
の
中
か

ら
何
点
か
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
成
果

と
進
捗
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑴
31
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、
重
点

施
策
全
般
に
つ
い
て
30
年
度
予
算
の
事

業
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。

⑵「
健
康
と
福
祉
の
充
実
」の
中
で「
特

定
検
診
の
受
診
率
向
上
」
と
し
て
60
％

を
目
標
と
し
た
が
、
そ
の
成
果
は
。
ま

た
、
受
診
率
向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
努
力
を
し
た
の
か
。

⑶
「
相
談
支
援
体
制
の
充
実
」
の
中
で

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」「
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
出
し
方
研
修
会
」
の
具
体
的
な
成
果

は
。

⑷
「
子
育
て
環
境
の
充
実
」
で
29
歳
以

下
の
若
い
人
の
子
育
て
支
援
と
し
て
の

賃
貸
住
宅
の
家
賃
補
助
の
成
果
は
。
ま

た
、
市
街
化
調
整
区
域
へ
の
新
築
、
二

世
帯
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
へ
の
補
助

金
の
成
果
は
。

⑸
「
地
方
創
生
」
と
し
て
、
地
域
商
社

の
機
能
強
化
、
小
布
施
町
ら
し
い
地
域

公
共
交
通
の
成
果
は
。

⑹
「
活
力
あ
る
産
業
の
創
出
」
と
し
て

の
新
し
い
農
表
の
あ
り
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
は
。

⑴
31
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て

は
30
年
度
重
点
施
策
の
進
捗
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

重
点
施
策
は
、
概
ね
順
調
に
進
ん
で
い

る
も
の
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

⑵
特
定
検
診
の
受
診
率
は
29
年
度
は

45.1
％
で
あ
り
、
目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん

が
、
未
受
診
者
に
対
す
る
訪
問
や
電
話

に
よ
る
受
診
勧
奨
を
し
て
い
ま
す
。
更

に
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
検
診
の
大

切
さ
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
、
検
診
受

診
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶「
相
談
支
援
体
制
の
充
実
」で
は
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
研
修
に
先
立
ち
、
職
員
が

地
域
に
お
け
る
見
守
り
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
れ
る
よ
う
研
修
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
職
員
の
基
本
的
な
姿
勢
、
態
度
と

し
て
の
対
応
に
お
い
て
、
向
上
に
寄
与

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
不
十
分
と
考
え

て
い
ま
す
。「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
研
修

会
」
は
中
学
３
年
生
を
対
象
に
３
月
11

日
に
開
催
し
ま
す
。

⑷
子
育
て
応
援
家
賃
補
助
金
は
、
対
象

者
を
10
数
人
程
度
と
見
込
み
現
在
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
子
育
て
世
帯

の
市
街
化
調
整
区
域
へ
の
住
宅
新
築
の

補
助
の
実
績
は
０
件
で
す
が
、
二
世
帯

住
宅
と
し
て
の
申
請
が
１
件
あ
り
、
二

世
帯
住
宅
整
備
補
助
金
８
件
に
含
め
交

付
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り

少
子
化
対
策
と
定
住
人
口
の
増
加
に
繋

が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑸
地
域
商
社
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、

委
託
、
補
助
等
に
よ
り
、
生
産
性
が
向

上
し
新
規
の
加
工
品
開
発
、
新
し
い
販

売
先
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
結
果
も
順

調
で
す
。
収
支
状
況
も
改
善
し
、
経
営

体
質
の
強
化
に
つ
な
が
り
、
今
後
も
一

体
と
な
り
、
振
興
公
社
の
地
域
商
社
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
公
共
交

通
に
つ
い
て
は
、
実
験
運
行
や
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
既
存
の
公
共
交
通
を
有

効
活
用
す
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

⑹
「
活
力
あ
る
産
業
の
創
出
」
で
は
、

自
ら
の
営
農
活
動
改
善
に
向
け
意
欲
あ

る
農
家
の
皆
さ
ん
に
よ
り
「
お
ぶ
せ

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
」
を
結
成
し
、
活
動
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
農
家
自
ら
の
活
動

を
支
援
し
、
町
農
業
の
活
性
化
に
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

Q A

中
島
教
育
長

中村雅代議員

幼
児
教
育
無
償
化
に
よ
る

町
へ
の
財
政
負
担
の
影
響
は

財
政
的
に
は
賄
わ
れ
る
と
思
う
が
、
保
育
士
不
足
に
は
危
機
感

家
庭
保
育
支
援
へ
の
検
討
も
考
え
て
い
き
た
い

予算審議をしている委員会
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高
齢
者
向
け
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作
成
支
援
を

小林　茂議員

総
合
的
生
涯
学
習
体
系
を
研
究
し
た
い

林
健
康
福
祉
課
長

高
齢
に
な
る
ほ
ど
「
人
生
最

後
の
日
」
ま
で
に
決
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
の
多
さ
と
難
し
さ

に
、
思
わ
ず
尻
込
み
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
少
し
で
も
若
い
う
ち
に
、
人

生
最
後
の
日
ま
で
に
直
面
す
る
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
全
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
な
「
総

合
的
生
涯
学
習
体
系
」
を
作
り
、
高
齢

者
全
員
が
随
時
参
加
で
き
る
自
己
研
鑽

の
場
を
構
築
で
き
な
い
か
。

高
齢
者
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

行
政
が
関
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、

学
習
の
場
の
提
供
、
つ
ま
り
公
民
館
活

動
に
お
け
る
生
涯
学
習
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
生
涯
学
習
は
、「
自
分
自

身
を
高
め
る
た
め
に
自
ら
学
ぶ
学
習
」

で
あ
り
町
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
ニ
ー
ズ

や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
学
習

機
会
を
提
供
し
、
趣
味
や
教
養
の
講
座

だ
け
で
な
く
、
生
活
課
題
や
地
域
課
題

に
向
き
合
っ
た
学
び
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

提
案
の
「
総
合
的
生
涯
学
習
体
系
」

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
自
己
研
鑽
の

場
づ
く
り
と
共
に
今
後
研
究
課
題
に
し

た
い
。

取
り
組
み
の
基
本
姿
勢
は
、

「
ひ
と
り
一
役
み
ん
な
が
主
役
」

の
地
域
づ
く
り
を
基
調
に
、
高
齢
者
の

意
志
を
全
世
代
が
尊
重
す
る
土
壌
の
醸

成
が
必
要
と
思
う
が
。

理
念
と
し
て
「
ひ
と
り
一
役

み
ん
な
が
現
役
」
の
地
域
づ
く

り
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。
年
齢
や

性
別
、
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
、
み

ん
な
が
「
こ
ん
な
地
域
に
し
た
い
」
と

役
割
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
い

つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
ま
ち
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
先

行
す
る
松
村
自
治
会
の
支
え
合
い
地
域

づ
く
り
の
事
例
も
そ
の
形
に
近
い
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

認
知
症
保
険
や
賠
償
保
険
制

度
の
公
費
負
担
、
運
転
経
歴
証

明
書
の
費
用
負
担
、
買
い
物
弱
者
等
へ

の
支
援
策
な
ど
も
、
こ
の
体
系
の
中
で

位
置
づ
け
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

賠
償
保

険
制
度
に

つ
い
て
は
市
民
税

に
上
乗
せ
し
て
開

始
し
て
い
る
例
も

あ
り
ま
す
が
、
運

転
経
歴
証
明
書
手

数
料
等
の
公
費
負

担
に
つ
い
て
は
、

国
の
動
向
を
注
視

す
る
中
で
判
断
し

て
ま
い
り
ま
す
。

買
い
物
弱
者
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て

は
、
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
、
福
祉
バ

ス
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

送
迎
等
が
あ
り
ま

す
が
、
町
全
体
の

公
共
交
通
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る

中
で
今
後
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

Q A

Q AQ A

Q A

Q A

Q A

「人生最後の日」に向けて、ラ
イフプラン、ＱＯＬプランを
早目に作成し、常に見直しが
必要。見える化をした体系が
必要となる。

小
布
施
町
の
魅
力
を
さ
ら
に

高
め
る
国
道
403
号
整
備
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

国
道
403
号
整
備
計
画
は
全
長

350
ｍ
を
予
定
し
て
お
り
、
モ
デ

ル
整
備
計
画
と
し
て
中
町
南
交
差
点
か

ら
北
斎
館
入
り
口
付
近
ま
で
の
約
100
ｍ

を
最
初
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

32
年
度
か
ら
の
工
事
着
手
に
向
け
、

須
坂
建
設
事
務
所
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。代

替
地
と
し
て
、
小
布
施
町
土
地
開

発
公
社
所
有
の
土
地
を
活
用
し
ま
す
。

村
部
の
景
観
維
持
、
自
治
会
の
維
持
発

展
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

農
村
風
景
を
維
持
、
創
っ
て
頂
い
て
い

る
農
家
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は
表
せ
な

い
か
。

農
業
振
興
整
備
計
画
を
２
年

間
か
け
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

既
存
の
農
村
風
景
も
大
切
で
あ
り
、
建

設
さ
れ
る
住
宅
の
形
態
と
の
調
和
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

使
用
が
理
想
と
考
え
ま
す
。

⑤
全
施
設
に
お
い
て
災
害
時
に
使
用
で

き
る
こ
と
が
設
置
条
件
。

⑥
蓄
電
池
の
普
及
が
必
要
、
近
隣
市
町

村
と
の
連
携
の
中
で
推
進
し
ま
す
。

屋
根
貸
し
で
は
な
く
自
家
消

費
メ
リ
ッ
ト
を
学
ぶ
べ
き
で
は
。

Ｒ
Ｅ
１
０
０
の
概
念
は
ま
だ

企
業
概
念
で
あ
る
が
、
北
信
地

域
で
連
携
す
る
こ
と
は
非
常
に
意
味
が

あ
り
ま
す
。農

村
風
景
は
、
小
布
施
町
の

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
農
村
部

の
人
口
減
少
対
策
を
安
易
に
宅
地
開
発

す
る
行
為
で
進
め
る
こ
と
は
50
年
、
100

年
先
の
小
布
施
町
の
風
景
を
劇
的
に
変

え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
農

①
松
川
水
力
発
電
の
状
況
は
。

②
太
陽
光
発
電
の
屋
根
貸
し
に
方
針
転

換
を
し
た
経
緯
は
。

③
屋
根
貸
し
の
賃
料
は
ど
こ
に
入
り
ど

の
様
に
使
わ
れ
る
の
か
。

④
決
断
が
早
け
れ
ば
屋
根
貸
し
賃
料
は

も
う
少
し
見
込
め
た
の
で
は
な
い
か
。

⑤
太
陽
光
発
電
は
地
球
環
境
に
や
さ
し

い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
同

時
に
、
非
常
用
電
力
と
し
て
の
重
要
度

も
高
い
。
非
常
用
電
力
の
設
備
は
設
置

さ
れ
て
い
る
の
か
。

⑥
こ
れ
か
ら
の
太
陽
光
発
電
の
普
及
は

ど
の
よ
う
に
進
む
と
考
え
る
か
。

①
施
設
は
順
調
に
運
転
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
月
に
は
発
電

出
力
が
回
復
し
て
い
ま
す
。

②
若
者
会
議
か
ら
太
陽
光
発
電
を
景
観

に
配
慮
し
調
和
を
取
り
な
が
ら
活
用
す

る
こ
と
は
可
能
と
の
提
案
を
い
た
だ
き

業
者
を
募
集
し
ま
し
た
。

③
財
産
貸
付
収
入
と
し
て
一
般
財
源
へ
。

④
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
を
見
る
と

収
入
は
低
い
が
、
売
電
で
は
な
く
直
接

小
布
施
町
の
自
然
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
実
現
化
が
、
松
川
の

水
力
発
電
か
ら
現
実
化
さ
れ
て
き
て
お

り
ま
す
。
太
陽
光
発
電
の
屋
根
貸
し
が

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
６
項
目
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Q A

Q AQ A

Q A

Q A

Q A

Q AQ A

小林一広議員

太
陽
光
発
電
の
屋
根
貸
し
の
効
果
は

近
隣
市
町
村
と
も
連
携
す
る
中
で
推
進

市
村
町
長屋根貸しが予定される総合体育館

小
布
施
町
の
重
要
な

農
村
風
景
の
維
持
を

住
宅
の
建
設
と
農
村
景
観
の

調
和
を
図
っ
て
い
く

久
保
田
副
町
長

403
号
整
備
計
画
の

進
捗
状
況
は

平
成
32
年
度
か
ら
の
工
事

着
手
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

畔
上
建
設
水
道
課
長
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平
成
20
年
度
に
か
け
て
実
施

し
た
河
川
工
事
の
落
差
、
工
事

で
既
設
の
護
岸
石
張
り
を
剥
が
し
た
状

況
で
は
堤
防
内
部
に
補
強
が
必
要
な
状

況
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
Ｘ
線
に
よ
る
内
部
透
視
調
査
や

地
点
を
選
抜
し
て
ボ
ー
リ
ン
グ
サ
ン
プ

ル
調
査
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
議

会
や
町
の
声
と
し
て
伝
え
て
ま
い
り
ま

す
。

町
境
い
部
の
堤
防
が
歪
曲
し

て
い
る
水
衝
部
を
直
線
に
変
更

し
、
更
に
砂
防
ダ
ム
建
設
の
要
望
は
防

災
上
必
須
と
考
え
ま
す
が
。

須
坂
建
設
事
務
所
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
町
境
付
近
の
松
川

は
、
堀
込
河
道
と
な
っ
て
お
り
計
画
高

水
位
に
対
し
て
十
分
余
裕
が
あ
る
た
め

当
面
、
河
道
の
直
線
化
等
の
予
定
は
な

い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
河
川
勾
配
が
想

定
さ
れ
る
勾
配
よ
り
も
緩
い
た
め
土
石

流
対
策
と
し
て
の
砂
防
え
ん
堤
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
現
在
予
定
が
な
い
と
の

こ
と
。

高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に

違
和
感
を
覚
え
る
60
代
、
70
代

の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
人
口

区
分
を
５
歳
ず
つ
引
き
上
げ
た
場
合
の

比
較
は
ど
の
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

14
歳
以
下
の
年
少
人
口
平

成
31
年
１
月
現
在
は
、
1416
人

（
12.9
％
）
で
、
５
歳
引
き
上
げ
た
場
合

19
歳
以
下
1942
人
（
17.7
％
）
以
下
同
様
に
、

生
産
年
齢
人
口
は
5895
人
（
53.6
％
）
が
6332

人
（
57.5
％
）
に
、
高
齢
者
人
口
は
、
3693

人
（
33.5
％
）
が
2730
人
（
24.8
％
）
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
に
対
す
る
老

年
人
口
（
高
齢
者
人
口
）
の
割
合
で
あ

る
老
年
人
口
指
数
は
、
62.6
％
が
43.1
％
と

な
り
ま
す
。高

齢
者
が
、
健
康
で
外
出
し

た
く
な
る
環
境
づ
く
り
は
。

高
齢
者
の
外
出
を
奨
励
す
る

た
め
、「
お
出
か
け
ポ
イ
ン
ト
」

の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

が
、
ロ
ー
マ
字
学
力
の
定
着
状
況
は
。

小
学
校
で
は
３
年
生
で
ロ
ー

マ
字
学
習
を
４
時
間
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ロ
ー
マ
字
入
力
を
２
時

間
行
っ
て
い
ま
す
。
読
み
は
３
年
生
終

了
時
に
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
習
得
し
て

い
る
が
、
書
き
は
個
人
差
が
大
き
く
定

着
が
難
し
い
児
童
も
い
ま
す
。

中
学
校
に
お
け
る
英
語
の
筆

記
体
に
つ
い
て
、
学
習
指
導
要

領
で
は
「
筆
記
体
を
指
導
す
る
こ
と
は
、

文
字
に
対
す
る
興
味
付
け
と
な
り
、
有

益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
筆
記
体
の
指
導
状
況

と
習
得
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

中
学
校
の
英
語
で
は
、
現
在
、

授
業
で
筆
記
体
の
指
導
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。学
び
た
い
生
徒
は
、ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
に
付
い
て
い
る
の
で
、
自
学

な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

園
芸
療
法
は
、
植
物
を
育
て

る
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
や
心
、

社
会
性
に
良
い
効
果
を
も
た
ら
し
た
り
、

損
な
わ
れ
た
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、生
き
が
い
づ
く
り（
収

穫
の
楽
し
み
や
将
来
へ
の
期
待
）、
運

動
不
足
の
解
消
、
筋
力
低
下
の
予
防
、

外
出
機
会
の
獲
得
、社
会
性
の
維
持（
仲

間
と
の
会
話
）、生
活
能
力
の
維
持
（
販

売
、
料
理
）
な
ど
で
す
。

町
が
園
芸
療
法
を
将
来
導
入
し
よ
う

と
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
課

題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

園
芸
療
法
の
実
践
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
識
や
技
術

を
専
門
的
な
知
見
に
基
づ
き
指
導
で
き

る
人
材
の
確
保
が
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
指
導
で
き
る
体
制
の
整
備
が
課
題

で
す
。

し
か
し
、
園
芸
療
法
に
近
い
効
果
を

見
込
む
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
地

域
に
お
け
る
花
づ
く
り
活
動
」
が
積
極

的
に
推
進
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま

最
近
各
地
で
土
砂
崩
壊
や
堤

防
決
壊
に
よ
る
大
洪
水
が
発
生

し
て
お
り
、
松
川
の
堤
防
も
構
造
的
に

大
変
心
配
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
町

民
と
し
て
堤
防
の
中
身
を
Ｘ
線
に
よ
る

内
部
透
視
調
査
や
地
点
を
選
抜
し
ボ
ー

リ
ン
グ
サ
ン
プ
ル
調
査
を
行
な
い
堤
防

の
状
況
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
国
・
県
に
是
非
、
実
施
の

要
望
を
。

一
日
の
３
分
の
１
を
過
ご
す

学
校
生
活
に
お
い
て
、
学
習
環

境
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
す
。
教
室
内
に
、
年
表

や
地
図
、
ロ
ー
マ
字
（
小
学
校
）、
英

語
の
筆
記
体
（
中
学
校
）
の
表
な
ど
が

掲
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
。

小
中
学
校
と
も
に
、
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
共
に
学
ぶ

仕
組
み
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推

進
し
て
お
り
、
授
業
に
集
中
し
に
く
い

児
童
生
徒
に
配
慮
し
、
黒
板
に
集
中
で

き
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
掲
示
物
を
精

選
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

英
語
学
習
の
た
め
に
も
、

ロ
ー
マ
字
学
習
は
重
要
と
思
う

Q A

Q A

Q A

Q AQ A

Q A

Q AQ A

Q A

Q A

Q AQ AQ A

Q A Q A

Q AQ A

Q A

す
。小

中
学
校
に
お
け
る

学
習
環
境
の
充
実
度
は

英
語
や
ロ
ー
マ
字
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
し
た
い

三
輪
教
育
次
長

高
齢
者
等
の
定
義
の
見
直
し
で

見
え
る
近
未
来
は

元
気
な
高
齢
者
の
、
地
域
へ
の

出
番
を
多
く
創
出
し
た
い

林
健
康
福
祉
課
長

畔
上
建
設
水
道
課
長

福島浩洋議員

１
級
河
川
松
川
堤
防
の
内
部
・
中
身
に
つ
い
て

調
査
の
提
案
と
要
望

小
布
施
町
と
し
て

議
会
や
町
の
人
の
声
と
し
て
伝
え
ま
す

松
川
下
流
部
に
位
置
す
る
小
布
施
町

現
在
、
県
と
用
水
お
よ
び
路

面
排
水
の
系
統
図
な
ど
に
基
づ

き
、
ど
の
位
の
水
が
ど
こ
を
流
れ
、
豪

雨
時
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
か
想

定
を
す
る
中
で
、
水
路
の
構
造
や
浸
透

桝
な
ど
の
設
置
箇
所
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
は
土
砂
の
流
化
に
伴
う
影
響
も

想
定
さ
れ
堤
防
を
修
復
し
、
砂
防
ダ
ム

は
防
災
上
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が

多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
町
と
し

て
は
引
き
続
き
須
坂
建
設
事
務
所
と
情

報
を
共
有
し
、
更
な
る
安
全
対
策
の
取

り
組
み
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
道
403
号
「
も
う
一
つ
の
浸
透
式
調
整
池
」
の
候
補
地
選
定
は

畔
上
建
設
水
道
課
長

国
道
403
号
の
整
備
事
業
が
完
成
す
る
前
に

竣
工
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す

平
成
31
年
度
に
は
工
事
に
向
け
た
具

体
的
な
設
計
を
行
っ
て
い
く
予
定
を
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
以
前
よ
り
提
案
の

あ
り
ま
し
た
候
補
地
も
含
め
設
置
箇
所

や
規
模
な
ど
具
体
的
な
部
分
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

永
井
健
康
福
祉
課
長
補
佐

渡辺建次議員

園
芸
療
法
で
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と

介
護
度
悪
化
の
抑
制
を

園
芸
療
法
の
実
践
に
は
、

指
導
体
制
の
整
備
が
課
題

電鉄付近の小布施側堤防断面　約１／ 400 縮尺
堤防内部の構造が知りたい

電鉄と川底が浅い堤防

もう一つの浸透式調整池が必要な国道 403 号

想定水位（Ｓ39 年設定）
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い
て
い
ま
す
が
、
主
た
る
返
礼
品
の
内

訳
を
伺
い
ま
す
。

②
小
布
施
町
の
強
み
で
も
あ
る
、
果
実

の
収
穫
体
験
関
係
の
返
礼
品
の
更
な
る

開
拓
を
望
み
ま
す
。

③
今
ま
で
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

付
金
の
総
額
が
、
約
６
億
６
千
万
円
で

す
。
そ
の
内
返
礼
品
の
調
達
費
が
約

39
％
で
す
の
で
、
町
の
実
質
的
な
税
収

入
の
総
額
は
約
４
億
円
に
な
り
ま
す
。

主
た
る
活
用
さ
れ
た
事
業
と
、
今
後
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
税
収
入
の
活
用
方
針

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①
返
礼
品
の
割
合
は
、
ふ
ど
う

31
％
の
約
８
千
万
円
、
も
も

15
％
り
ん
ご
10
％
、
栗
と
栗
の
加
工
品

17
％
、
そ
し
て
滞
在
型
の
寄
付
額
は

５
％
で
す
。

②
収
穫
体
験
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
通

じ
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
図
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
今
ま
で
の
寄
付
金
を
活
用
し
た
事
業

は
、
公
衆
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
、
小
学

校
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
工
事
、

栗
木
歩
道
補
修
、
高
井
鴻
山
記
念
館
の

耐
震
工
事
で
す
。

平
成
30
年
度
は
、
少
子
化
対
策
事
業

費
な
ど
の
新
規
施
策
の
財
源
と
し
て
活

用
し
て
お
り
総
額
約
３
億
円
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
２
億
５
千
万
円
を
超
え
、

前
年
度
が
約
１
億
８
千
万
円
で
し
た
の

で
約
1.4
倍
の
ア
ッ
プ
で
す
。
成
果
を
上

げ
た
担
当
課
の
職
員
の
努
力
を
讃
え
ま

す
。こ

の
制
度
は
平
成
20
年
に
発
足
し
今

年
で
11
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
全

国
の
自
治
体
を
巻
き
込
み
多
く
の
話
題

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
地
方
の
自
治
体
へ

の
税
収
入
と
し
て
の
貢
献
と
、
返
礼
品

で
そ
の
自
治
体
の
特
産
品
を
全
国
に

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
っ
て
お

り
、
地
域
の
産
業
振
興
に
大
き
く
貢
献

し
て
お
り
ま
す
。

①
果
物
の
返
礼
品
の
人
気
が
高
い
と
聞

居
者
も
な
く
、
今
日
の
住
宅
ニ
ー
ズ
等

を
考
慮
す
る
と
松
川
団
地
の
廃
止
は
残

念
で
す
が
、
私
は
や
む
を
え
な
い
と
思

い
ま
す
。

①
平
成
28
年
の
説
明
会
の
当
時
に
居
住

さ
れ
て
お
ら
れ
た
、
24
世
帯
・
約
50
人

の
皆
さ
ん
の
転
居
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

②
転
居
後
の
住
宅
・
敷
地
が
県
よ
り
小

布
施
町
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
有
効
活
用
を
さ
れ
ま
す
か
。

現
在
、
近
隣
の
須
坂
市
・
長

野
市
の
県
営
住
宅
等
へ
の
転
出

が
進
ん
で
い
ま
す
。

①
本
年
４
月
１
日
に
は
４
世
帯
９
人
と

な
る
見
込
み
で
す
。

②
入
居
者
が
全
て
移
転
し
た
後
、
県
は

再
活
用
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

小
布
施
町
が
活
用
す
る
場
合
は
県
よ

り
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
資

金
的
な
面
も
含
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
町
と

し
て
の
具
体
的
な
活
用
に
つ
い
て
構
想

は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
32
年
度
末
ま
で

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

関谷明生議員

西
原
企
画
政
策
課
長

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
を
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
、

影
響
が
少
な
い
公
共
施
設
で
行
う
こ
と
を
決
断

太
陽
光
発
電
屋
根
貸
し
事
業
実
施
に
転
じ
た
経
緯
は

平
成
26
年
議
会
で
、
太
陽
光

発
電
屋
根
貸
し
事
業
の
積
極
的

な
推
進
を
訴
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
５

年
間
具
体
的
な
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
本
年
度
、
周
辺
景
観
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
発
電
設
備
の

設
置
を
認
め
る
施
策
に
転
じ
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
屋
根
貸
し
事
業
実
施
に
転

じ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
28
年
小
布
施
町
議
会
12

月
会
議
で
、
市
村
町
長
は
「
長

野
県
か
ら
県
営
住
宅
松
川
団
地
の
皆
さ

ん
に
対
し
、
移
転
の
説
明
会
が
行
わ
れ
、

５
年
以
内
の
移
転
を
求
め
ら
れ
た
」
旨

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

建
築
さ
れ
て
今
年
で
50
年
に
な
り
設

備
の
老
朽
化
も
進
み
、
若
い
世
帯
の
入

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
実

証
が
休
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
。
小
学
校
で
は
景
観
に
及
ぼ
す
影

響
が
少
な
く
、
環
境
教
育
の
推
進
の
た

め
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
小
学

校
が
、
発
電
す
る
電
気
が
小
学
校
全
体

の
電
力
を
ま
か
な
え
な
い
こ
と
か
ら
、

景
観
と
の
調
和
に
及
ぼ
す
影
響
と
売
電

収
入
の
利
点
を
比
較
す
る
な
か
で
他
の

公
共
施
設
へ
展
開
し
て
い
く
判
断
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

松
川
小
水
力
発
電
所
が
小
布
施
町
全
世

帯
の
１
割
相
当
の
電
気
を
発
電
す
る
こ

と
、
世
界
規
模
で
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
か

ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る

流
れ
が
加
速
し
、
若
者
会
議
か
ら
太
陽

光
発
電
を
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
活
用

す
る
こ
と
は
可
能
と
の
提
案
が
あ
り
、

景
観
と
調
和
が
と
れ
る
公
共
施
設
で
の

屋
根
貸
し
事
業
者
を
募
集
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。公

募
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で

い
つ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

公
募
対
象
22
の
施
設
は
ど
の
よ
う
に
選

定
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
応

募
の
あ
っ
た
14
施
設
の
う
ち
８
施
設
が

認
め
ら
れ
６
施
設
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
理
由
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

若
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
景

観
と
調
和
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

と
開
発
を
目
指
す
「
デ
ザ
イ
ン
ソ
ー

ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
連
携
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

課
長
会
議
で
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
に
よ
る
景
観
へ
の
影
響
が

少
な
い
と
思
わ
れ
る
22
施
設
を
選
定
し

ま
し
た
。
11
月
19
日
に
公
募
要
領
を
公

告
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
商
工

会
建
設
部
会
と
電
気
工
事
事
業
者
に
文

書
で
は
知
ら
せ
ま
し
た
。
外
部
有
識
者

７
名
と
町
職
員
７
名
計
14
名
で
選
定
委

員
会
を
開
催
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

建
物
の
屋
根
の
状
況
に
合
わ
せ
て
適
切

に
設
計
さ
れ
て
い
る
か
、
景
観
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
か
等
審
査
項
目
に
よ
り
６

施
設
に
つ
い
て
は
審
査
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
と
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
残

り
８
施
設
の
事
業
計
画
書
を
提
出
し
た

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A
３
事
業
者
を
候
補
事
業
者
と
し
て
選
定

し
決
定
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
屋

根
貸
し
事
業
で
は
、
連
携
は
あ
り
ま
せ

ん
が
今
後
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
指
針

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
係
わ

る
計
画
に
つ
い
て
は
、
連
携
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
豊
富
な
近
隣
市
町
村
と
も
連
携

し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
長

野
県
北
信
地
域
の
旗
印
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

屋根貸し事業実施予定の文化体育館住宅・跡地の有効活用に英知を

交流館屋根設置太陽光パネル

小渕　　晃議員

県
営
松
川
団
地
の
転
居
状
況
と
、

跡
地
の
有
効
活
用
を

ふ
る
さ
と
納
税
の

効
果
的
な
活
用
を

少
子
化
対
策
な
ど
、
新
規
施
策
の

財
源
に
充
当
し
て
ま
い
り
ま
す

市
村
町
長

田
中
総
務
課
長

跡
地
の
活
用
は
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
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研修会研修会

視 察視 察

活 動活 動

委員会委員会議議会会日日誌誌
中
野
市
・
山
ノ
内
町

議
員
交
流
研
修
会

　三
十
一
年
一
月
二
十
三
日

上
高
井
郡
町
村
議
会

議
員
研
修
会

　三
十
一
年
二
月
四
日

高
山
村
公
民
館

　
小
布
施
町
議
会
が
当
番

で
、
市
村
次
夫
氏
を
講
師

に
招
き
「
北
斎
と
小
布
施

ま
ち
づ
く
り
の
こ
れ
か

ら
」と
題
し
て
、
江
戸
時
代

の
高
山
鴻
山
と
葛
飾
北
斎

の
関
係
や
活
躍
、
特
に
明

治
か
ら
後
に
海
外
で
北
斎

認
定
こ
ど
も
園

ゆ
う
ぎ
会

　三
十
一
年
二
月
九
日

　
認
定
子
ど
も
園
栗
ガ
丘

幼
稚
園
の
１
歳
児
か
ら
５

歳
児
が
そ
れ
ぞ
れ
音
楽

劇
・
創
作
劇
・
劇
あ
そ
び
・

言
語
劇
や
オ
ペ
レ
ッ
タ

（
ち
い
さ
い
オ
ペ
ラ
）
が
催

さ
れ
ま
し
た
。可
愛
い
衣

装
を
身
に
着
け
一
生
懸
命

大
き
な
声
を
出
し
て
元
気

に
、
飛
ん
だ
り
は
ね
た
り

す
る
園
児
に
大
変
感
動
し

ま
し
た
。特
に
、
い
ち
ご
組

の
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
は
、

小
布
施
町
消
防

出
初
式

三
十
一
年
一
月
二
十
日

　
雪
が
舞
う
日
曜
日
、
松

村
駐
車
場
に
お
い
て
町
消

防
団
員（
分
署
員
含
む
）総

勢
184
人
と
多
勢
の
来
賓
参

加
の
も
と
午
前
10
時
か
ら

出
初
式
兼
検
閲
式
が
盛
大

町
づ
く
り
委
員
会
と
の
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　三
十
一
年
二
月
十
五
日

町
公
民
館

●
議
会
側
か
ら
は
「
議
員

な
り
手
不
足
」
ア
ン
ケ
ー

ト
の
全
戸
配
布
、回
答
、内

容
の
一
部
を
中
間
報
告
と

し
て
発
表
、
今
後
検
討
委

員
会
を
経
て
町
民
の
皆
さ

ん
へ
報
告
し
ま
す
。但
し
、

そ
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、

現
在
検
討
中
で
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か

ら
は
各
部
会
活
動
報
告
が

あ
り
主
な
も
の
と
し
て
、

●
教
育
部
会
、出
産
後
、町

中
で
母
子
を
し
っ
か
り
見

守
り
た
い
、
そ
の
中
で
保

育
士
不
足
に
対
す
る
予
算

と
支
援
を
！
（
乳
幼
児
期

を
大
切
に
〜
脳
を
し
っ
か

り
育
て
よ
う
〜
の
小
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
参
考
資
料
）

●
定
住
促
進
部
会
、
空
き

家
対
策
の
考
え
方
と
し
て

希
望
者
が
希
望
す
る
住
ま

い
を
提
供
し
、
人
口
減
少

に
貢
献
す
る
。

　「
長
野
の
ワ
イ
ン
造
り
・

可
能
性
と
課
題
」
を
テ
ー

マ
に
鹿
取
み
ゆ
き
氏
の
講

演
、
ス
ラ
イ
ド
と
資
料
に

も
と
づ
き
国
別
の
ワ
イ
ン

生
産
地
と
醸
造
所
の
数
、

ま
た
生
産
量
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。日
本
は
年
間

200
万
本
の
内
、
長
野
県
は

49.6
万
本
。因
み
に
フ
ラ
ン

ス
は
58
億
本
と
の
こ
と
で

す
。苗
木
に
お
い
て
も
品

質
の
多
様
性
と
畑
の
土
壌

に
併
せ
て
米
国
系
、
欧
州

の
作
品
が
紹
介
・
研
究
さ

れ
世
界
の
注
目
を
浴
び
る

こ
と
の
史
実
や
小
布
施
北

斎
館
の
設
立
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
お
話
し
と
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
発
展
の
た
め
に
は
、

３
市
町
連
携
機
能
を
強
化

し
て
行
く
こ
と
が
、
い
か

に
大
切
か
等
々
の
講
演
で

し
た
。終
了
後
北
斎
館
、
鴻

山
記
念
館
を
見
学
し
、
３

首
長
を
交
え
て
の
懇
談
会

開
催
、参
加
者
50
人

系
、
東
洋
系
と
が
あ
り
標

高
800
ｍ
〜
400
ｍ
の
千
曲
川

ワ
イ
ン
バ
レ
ー
地
域
の
特

徴
と
し
て
品
種
、
白
ワ
イ

ン
用
シ
ャ
ル
ド
ネ
が
主
流

と
の
説
明
で
し
た
。懇
親

会
で
は
高
山
産
29
年
仕
込

み
の
白
を
試
飲
し
、
大
変

美
味
で
し
た
。消
費
量
も

長
野
県
は
大
都
市
に
続
い

て
６
番
目
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

設
立
も
顧
客
の
要
望
に
て

多
種
多
様
の
業
界
か
ら
も

参
入
し
、
こ
れ
か
ら
益
々

需
要
が
髙
ま
り
、
美
味
し

い
ワ
イ
ン
造
り
が
必
須
と

の
こ
と
。参
加
者
は
、
村
内

ブ
ド
ウ
生
産
農
家
や
醸
造

関
係
者
と
も
総
勢
61
人

足
元
も
お
ぼ
つ
か
な
い
、

１
歳
児
２
歳
児
の
劇
あ
そ

び
で
、
父
母
の
皆
さ
ん
は
、

ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、
ひ

ま
わ
り
組
と
さ
く
ら
組
・

５
歳
児
の
言
語
劇
「
長
ぐ

つ
を
は
い
た
ネ
コ
」
と
オ

ペ
レ
ッ
タ
「
そ
ん
ご
く
う

〜
火
炎
山
を
こ
え
る
の

巻
」は
大
変
良
く
で
き
、
大

拍
手
で
し
た
。イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
感
染
が
心
配
さ
れ

る
中
、
全
員
が
マ
ス
ク
を

着
用
し
開
催
、
先
生
他
関

係
者
の
方
々
、
大
変
ご
苦

労
様
で
し
た
。

●
福
祉
部
会
、「
自
分
史
を

つ
く
ろ
う
！
」
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
提
案
を
町

民
の
皆
さ
ん
へ
示
し
た
い
。

●
安
全
部
会
、
避
難
訓
練

の
充
実
、
県
内
外
の
実
績

あ
る
諸
団
体
を
参
考
に
し

更
に
検
討
し
進
め
ま
す
。

●
環
境
部
会
、
環
境
に
良

い
土
づ
く
り
や
野
菜
づ
く

り
を
進
め
、
小
学
校
に
良

い
土
で
の
花
づ
く
り
を
提

供
し
た
い
。原
点
に
戻
り

生
ゴ
ミ
肥
料
づ
く
り
を
更

に
進
め
ま
す
。

　
今
年
か
ら
、
食
と
農
の

文
化
を
進
め
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
た
い
。

●
交
流
部
会
、
他
文
化
交

流
を
図
っ
て
い
く
と
共
に

恒
例
の
夏
ビ
ア
ー
・
ア
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
な

ど
今
後
の
方
針
と
具
体
的

な
事
業
の
発
表
が
有
り
ま

し
た
。懇
親
会
で
も
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
総
勢
32
人
の
参

加
）

更なる発展のために意見を出し合う皆さん

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
沿
道
の
皆
さ
ん
協
力

の
中
で
ラ
ッ
パ
隊
・
団
長

以
下
幹
部
の
先
導
に
よ
り

街
頭
行
進
が
、
町
商
工
会

館
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
斎
ホ
ー
ル
で

殉
職
者
黙
と
う
・
団
員
定

例
表
彰
・
検
閲
官
講
評
訓

辞
・
来
賓
祝
辞
・
万
歳
三

唱
他
に
て
閉
会
し
ま
し
た
。

検閲を受ける
各分団消防車

　
６
年
生
114
人
が
大
き
く

成
長
し
、
中
学
校
の
制
服

姿
で
卒
業
証
書
授
与
式
に

出
席
し
父
母
の
皆
さ
ん
や

来
賓
、
先
生
方
の
祝
福
を

受
け
元
気
よ
く
巣
立
っ
て

行
き
ま
し
た
。ま
た
、
送
る

歌「
旅
立
ち
の
日
に
」と
卒

業
生
の
歌
「
ま
た
あ
う
日

ま
で
さ
よ
う
な
ら
」
は
大

変
感
動
的
で
し
た
。

栗
ガ
丘
小
学
校

卒
業
式

　卒
業
生
114
名

三
十
一
年
三
月
十
五
日

　
わ
か
ば
保
育
園
で
３
月
19
日
・
つ
す
み
保
育
園
で
３

月
20
日
に
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
わ
か
ば
保
育
園
20
人
・
つ
す
み
保
育
園
21
人
が
父
母

の
皆
さ
ん
や
来
賓
、
保
育
士
の
見
守
る
中
で
園
長
先
生
か

ら
修
了
証
書
を
授
与
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
今
ま
で
頑

張
っ
た
思
い
出
や
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
感
謝
の
気
持

ち
を
、大
き
な
声
で
発
表
し
ま
し
た
。

わ
か
ば
保
育
園

卒
園
式

　卒
園
児
２０
名

三
十
一
年
三
月
十
九
日

つ
す
み
保
育
園

卒
園
式

　卒
園
児
２１
名

三
十
一
年
三
月
二
十
日

小
布
施
中
学
校

卒
業
式

　卒
業
生
112
名

三
十
一
年
三
月
十
四
日

　
112
人
が
義
務
教
育
終
了

の
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ

す
っ
か
り

た
く
ま逞
し
く
な
っ
た

姿
、
堂
々
と
胸
を
張
っ
て

巣
立
っ
て
い
く
姿
に
小
布

施
の
将
来
は
大
丈
夫
だ
と

確
信
し
ま
し
た
。

　
さ
ぞ
か
し
父
母
の
皆
さ

ん
も
安
堵
さ
れ
た
事
、
教

職
員
の
先
生
方
、
大
変
御

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
34
人
の
園
児
が
父
母
の

皆
さ
ん
や
来
賓
の
皆
さ
ん

の
見
守
る
中
、
大
き
な
返

事
で
証
書
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
栗
ガ
丘
幼
稚
園

卒
園
式

　卒
園
児
３４
名

　三
十
一
年
三
月
十
六
日

認
定
こ
ど
も
園
栗
ガ
丘
幼
稚
園

入
園
式

　入
園
児
３４
名

三
十
一
年
三
月
二
日

わ
か
ば
保
育
園

入
園
式

　入
園
児
３４
名

三
十
一
年
四
月
一
日

つ
す
み
保
育
園

入
園
式

　入
園
児
20
名

三
十
一
年
四
月
一
日

栗
ガ
丘
小
学
校

入
学
式

　入
学
児
童
8０
名

三
十
一
年
四
月
四
日

小
布
施
中
学
校

入
学
式

　入
学
生
徒
１０６
名

三
十
一
年
四
月
四
日

わかば保育園卒園式

つすみ保育園卒園式
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